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日程：2017年8月18日（金）午後・19日（土）全日
会場：明星学園小・中学校　（三鷹市井の頭5-7-7   地図参照）
主催：学校体育研究同志会　東京支部研究大会実行委員会　後援：三鷹市教育委員会

「体育の授業を考えよう」
～『はじめの一歩』から『みんながみんなでうまくなる体育』まで～
★学校体育研究同志会は、「すべての子どもにスポーツの感動と生きる力を」を合言葉に実践研究を進め、数多くの実践的な成果を生み出してきました。「できるようになりたい」「わかるようになりたい」という子どもたちの思いを大切に，すべての子が技術を習得できるような教材や指導法を創りだしてきたのが同志会です。一緒に学びませんか。2学期からの授業が楽しくなること間違いなしです。
職場の皆さんとともに、ぜひご参加ください。
★当日日程
	時
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16

	8/18(金)
	受付　12：30～
	受付
	開会
行事
	分科会① (13:30～16:30)

	8/19(土)
	分科会②(9:00～11:30)
	昼食
	分科会③(12：30～14：30)
	移動
	分科会の交流
(15:00～16:30)


★参加費
2日とも参加　一般　2000円　会員　1000円　　学生　1000円
★おすすめポイント
★分科会


★申し込み


すべての分科会の成果を見あいます。
おすすめ①　実技を通してのわかりやすい研究会。


　子どもたちができる・わかるようになった理由が明らかになります。２学期からすぐに使える教材ばかりで、子どもたちも目を輝かせる実践です。もちろん、実技はちょっと…という方の参加も大歓迎です！


おすすめ②　参加者と提案者が　対等な立場で　たくさん話ができる！


　せっかく同じ分科会になったあの先生と、もっと話がしたい･･･。聞きたいこともいっぱい…。そんな希望を叶える分科会構成になっています。一つの分科会でじっくり内容を深めていってください。


授業プランもご一緒につくっていきましょう。





分科会Ａ　とび箱　（低学年～高学年）


　体育同志会では「横跳び越し」を基礎教材として指導します。この指導によって小学校２年生でも以下のように跳べるようになります。なぜ、跳べるようになるのでしょう？  その理由を参加者のみなさんといっしょに考えていきます。


横跳びこし　４段�
 １００％�
 開脚跳び（横）　４段�
 　９１％�
�
 横跳びこし　５段�
 　８８％�
 開脚跳び（横）　５段�
 　７９％�
�






分科会Ｂ　タッチボール　（低学年～高学年）


タッチボールは　①いつ・どこに動いたらいいのかわかる　②ボールをコントロールして投げることができる　③ルールづくりを通してクラスづくり　これらのことをねらいとする教材です。 ルールやプレイする技術は少ないので、 ボール運動が苦手な子も楽しめて、活躍できます。また、授業の準備が子ども達だけでできます。運動量については、子どもと一緒に ３分動けば、どれだけあるかが分かります。実際のビデオも見ながら考えていきましょう。








分科会Ｄ　タグラグビー・フラッグフットボール


２０１９年にラグビーワールドカップ開催を控え、年間計画にタグラグビーが入ってきている学校も多いと思います。ボールより後でプレーするという特徴をもつラグビーは、子どもたちにとって「わかりにくさ」があります。子どもたちが、わかって楽しくプレーするには、どんなポイントがあるか？どんな順序で何を教えればいいのか？実技を交えて紹介します。似た教材のフラッグフットボールも取り上げ、違いを比べながら学んでいきましょう。（中学年～高学年）











分科会Ｃ　マット運動　（低学年～高学年）


　マット運動の指導について悩んでいる方にお勧めです。準備運動では、体の使い方が身につく「ねこちゃん体操」を行います。低学年の子どもたちが「マット大好き！」になる「お話マット」と高学年の子どもたちが夢中になる「音楽マット」の授業づくりが学べます。子どもたちの実態に合わせたマットの授業はどうするのかも参加者のみなさんと考えます。もちろんすべて、グループ学習での実践です。





分科会Ｆ　運動会表現　（低学年～高学年）


　運動会の表現種目をどのように創っていくか…隊形や音楽構成のしかたなど、構成の基本を学びながら、実行委員会を中心に子ども主体で進める実践を紹介します。グランドに線を描かなくても自然に並べ・自然に動ける・踊れる方法は、体育だけではなくふだんの教室での学習（ゲーム・発言のしかたなど）や生活（友だち関係など）で定着できます。


教室でのワークとともに、実際の作品を例にとって、創り上げる方法を体験しましょう。








分科会Ｅ　　陸上（中学年～高学年）


走るということを、どう子どもたちと授業づくりしていくかを提案する分科会です。小学校の中学年なら、「平面の障害走」という教材を提案。それは幅の狭いコースで、急カーブやスラロームなどを走らせることによって、子どもたちの走るための感覚を養おうとするものです。高学年なら、自分の走り方をコントロールする「あてっこペース走」からピッチとストライドの関係を学ばせます。他にも、高学年のリレーやハードル走の実践報告も予定しています。











下の申込書を切り取ってFAXするか、必要事項をメールで下記に送ってください。8月15日までに申し込まれた方はスポーツ保険をかけています！（当日参加もＯＫ！・一日のみ参加は御相談に応じます）　　　　　　　　　　　　


FAX　　　　０４２－４７４－６９０３ 　℡(090-9813-0378)


メール　　k.nozomu@jcom.home.ne.jp


   　　 児玉　　望








★アクセス


アクセス





　学校体育研究同志会第２５回東京支部研究大会申込書


お名前�
�
�
ご住所�
〒


�
�
勤務先�
学校名�
�
参加回数�
　　　　　　回（わからなければだいたいでかまいません）�
�
会員か未会員か、○をつけて下さい。�
会員・未会員�
�
希望分科会に○を�
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ�
�






ＪＲ・京王井の頭線吉祥寺駅下車。徒歩約１５分。バスの場合は、公園口から４番のバス停より「明星学園」行きに乗り、終点で下車。または、三鷹駅南口より


赤いシティバスで「明星学園」終点まで。








